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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/50    ６０６Ｆ
   Ｇ０６Ｆ  17/50    ６１４Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月27日(2013.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＡＤシステムにおいて、寸法決定されたオブジェクトモデルを作成する方法において
、
　ＣＡＤシステム（１００）によって、寸法情報（２１５，．．．，２２５）を含んでい
る２Ｄ　ＣＡＤデータを受信するステップ（６０５）と、
　前記ＣＡＤシステム（１００）によって、前記２Ｄ　ＣＡＤデータに対応する３Ｄモデ
ルを作成するステップ（６１５）であって、前記３Ｄモデル（４５０）を、前記ＣＡＤデ
ータにおける２Ｄ表現の複数の面を折り曲げる（６１０）ことによって作成するステップ
と、
　３Ｄ寸法を作成するステップ（６２０）と、
　前記３Ｄモデルの特徴に前記寸法情報を関連付けるステップ（６３０）と、
　前記３Ｄモデル（５５０）及び前記関連付けられた寸法情報を前記ＣＡＤシステム（１
００）に記憶するステップ（６３０）とを備えており、前記寸法情報は前記記憶後に、前
記３Ｄモデルにおける相応の変更を自動的に生じさせるために編集可能であることを特徴
とする、オブジェクトモデルを作成する方法。
【請求項２】
　前記２Ｄ　ＣＡＤデータは、２Ｄ図面で表されているオブジェクトの複数のサイドビュ
ーである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記３Ｄモデルは３Ｄワイヤフレームジオメトリである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　２Ｄ図面及び寸法情報に対応するソリッドジオメトリの特徴を識別することによって、
前記寸法情報を前記３Ｄモデルの特徴に関連付ける、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　寸法決定されたオブジェクトモデルを作成するＣＡＤシステムにおいて、
　寸法情報（２１５，．．．，２２５）を含んでいる２Ｄ　ＣＡＤデータが受信され（６
０５）、
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　前記ＣＡＤデータにおける２Ｄ表現の複数の面を折り曲げる（６１０）ことによって前
記２Ｄ　ＣＡＤデータに対応する３Ｄモデルが作成され（６１５）、
　３Ｄ寸法が作成され（６２０）、
　前記３Ｄモデルの特徴に前記寸法情報が関連付けられ（６３０）、
　前記３Ｄモデル（５５０）及び前記関連付けられた寸法情報が記憶され（６３０）、前
記寸法情報は前記記憶後に、前記３Ｄモデルにおける相応の変更を自動的に生じさせるた
めに編集可能であることを特徴とする、ＣＡＤシステム。
【請求項６】
　前記２Ｄ　ＣＡＤデータは、２Ｄ図面で表されているオブジェクトの複数のサイドビュ
ーである、請求項５に記載のＣＡＤシステム。
【請求項７】
　前記３Ｄモデルは３Ｄワイヤフレームジオメトリである、請求項５に記載のＣＡＤシス
テム。
【請求項８】
　２Ｄ図面及び寸法情報に対応するソリッドジオメトリの特徴を識別することによって、
前記寸法情報が前記３Ｄモデルの特徴に関連付けられる、請求項５に記載のＣＡＤシステ
ム。
【請求項９】
　寸法決定されたオブジェクトモデルを作成するＣＡＤシステムのコンピュータのための
コンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは前記コンピュータに下記ステップを実行させる、
　寸法情報（２１５，．．．，２２５）を含んでいる２Ｄ　ＣＡＤデータを受信するステ
ップ（６０５）と、
　前記２Ｄ　ＣＡＤデータに対応する３Ｄモデルを作成するステップ（６１５）であって
、前記３Ｄモデル（４５０）を、前記ＣＡＤデータにおける２Ｄ表現の複数の面を折り曲
げる（６１０）ことによって作成するステップと、
　３Ｄ寸法を作成するステップ（６２０）と、
　前記３Ｄモデルの特徴に前記寸法情報を関連付けるステップ（６３０）と、
　前記３Ｄモデル（５５０）及び前記関連付けられた寸法情報を前記ＣＡＤシステム（１
００）に記憶するステップ（６３０）とを
実行させる、ただし、前記寸法情報は前記記憶後に、前記３Ｄモデルにおける相応の変更
を自動的に生じさせるために編集可能であることを特徴とする、コンピュータプログラム
。
【請求項１０】
　前記２Ｄ　ＣＡＤデータは、２Ｄ図面で表されているオブジェクトの複数のサイドビュ
ーである、請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記３Ｄモデルは３Ｄワイヤフレームジオメトリである、請求項９に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項１２】
　２Ｄ図面及び寸法情報に対応するソリッドジオメトリの特徴を識別することによって、
前記寸法情報を前記３Ｄモデルの特徴に関連付ける、請求項９に記載のコンピュータプロ
グラム。
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